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はじめに

岐阜県の奥美濃地方から滋賀県へと繋がる白山山系の山麓の寺社には古画（註1）が数多く残されている。「翁」
「黒色尉」「父尉」「延命冠者」などの翁猿楽に使用された面や「尉」「若い女」「若い男」「小面」，「中将」，「童子」等
の神の依代を表現する猿楽に使用されたと思われる面である。これらの面は制作された当時の彩色は落ちてはいるが

原型をほぼ留め，宝物として寺社で大切に保管されている。

県内各地に残されたこれらの能面や能に関する資料や記録等はほとんど残されていない。本論では岐阜県の寺社に

伝わる能面とその関連資料を紹介することで県内の能楽研究の広がりを期することを目的とする。

本論

1観世一座の石徹白下向に関する資料

郡上郡白鳥町有徹白の白山中居神社には「父尉」「若
い女」の面が4両残されていろ。「父尉」の面裏には

＜日与十郎作＞の墨書が，また「若い女」には＜天正

人二月八十柴山喜蔵白山崇＞の墨書が記されている。

「若い男」「老女」の2両については墨書，刻銘等はな
い。これらの古面の使用や神事能についての記録は残

っていない。

当地で能に関する記録で唯一残されているのが下記
の石徹白徳郎家に残された文書である。（写真1）

就観世太夫一座下向出銭事

合弐百文者　但新給也

右読取申所如件

弘治参年十月十一日

柄波藤右衛門尉

景走（花押）
小泉藤右衛門尉

長利（花押）
石徹白彦五郎殿

越前一乗谷の朝倉の家臣が連署で観世大夫一座下向

に際しての費用を受領した由，石徹白彦五郎に差し出

した請取状である。この読取状から石徹白において観

世座による演能の会が催されたこと，そして勧進元が

越前の領主朝倉氏であること，下向の観世座の大夫は

大永二年（1522）より元亀元年（157

大夫職を勤めた七代目観世左近元忠であるこ
て弐百文の金額が勧進元の朝倉氏の奉行に支払われて

いることがわかる。

2　寛永卯月本について

‘＝畿；； � �� ���� � 劔 劔劔 

二言登 � �� ���� 刹[態　饗擬擬騒　　　　く榊、く′ 劔 剪�剪� 

灘で鱗畿瀦 ���-I���

く・糠 � �� 叨ｸｶ9���劔劔 

へ、′；慾、鶏 続やタやヾ｝ 蜜 曇綴 ��ｹ-H�I}ｩy騙ｸ�ｩ|飲9�X�8�hｮﾘ�������"�劔 

愁 糠 妾 ：シ● 薫 葦 薄 幾 年 事々 猿 簿 衿 要 事 雑 録 滋 強 く 緩 ヽヽ′ 誇 ��懸 、？ ．捧、． 灘 、■i＼＼ 薫 亰ｲ��B��hﾚr�撥 衿・ �8ｲ�綴懸懸 、人′ヽヽヽ ′ノ′′′ 凾ｮや∴∴ ‡※、総葉 劍��>ｹiｩ68��虜ﾉﾂ�� 凵F¢ 　ぢ 剋Q 凵R 

発 凵A綴綴 ノ′；ノ ′′′ヽ 、 中 継轡 闇 ：：来 、紙． 発議 劍�X�X��������X楷�^ｸ�ﾂ��ﾈﾉﾈ��ｼb��(�ﾈ�ﾇB�H�b��ﾈ�ﾂ�ｴR�ﾚy&ｹe�ｬ����J刎)|�=(�ﾈ�����-B�ｽﾒ���刹ﾀ懸綴綴 剏恬｣　　職 � 

♯ 手 く 剪�劔劔����B����2�：′ヽ与′′子で′ 懸綴、 ��h*ﾒ����ｨﾒ�ご ヾ 角 質 鬱 

緩 ��淡｝ � �-B�亢R�メ∴ � 劔熊熊※，′子． 懸′ 懸｝、、 ノ〉裁、． 綴 継〉′ �� 毎�(�ﾈ�(6�6��"����iﾙｹz2�+ykh���ﾈ�ﾈ�ﾂ�-Hｬ��
灘 i 稜 �� �� �� � � �� �� ���7 惣 磯 �� ��ﾈ�(�ﾂ�

義YMt｝ � �� ��剪��6ﾘ��ｴR�

くく ��譲 �� ��議 偖ﾂ��ﾈ6ﾘ�"�亳2�饕��b��i+�� ���� 剽| �� ��

綴綴 緩態 懸憲 ′′ヽ′ ′、、； ′、）、瀧 ヽ′ヽ 、ノ‡・ 、・＊ 拷′、 鵬、 ヽヽノ ＼∴ヽ∵＼∵ 事 ′′ヽ 裁ノ、 ′′′tJ 筋 子′ ′′、1ヽ← ′′，ヽ ノノ′ ←人ヽ了、ヽ ′駿、′ ノ、子や1 綴、 滴6ﾘ�ﾈ�ﾈ������(9���ﾈ6ﾘ�"��(6ﾘ�(�ﾂ��ﾈ�i�Ikh�B��ﾈ�ﾈ���ﾈ6ﾘ���*ﾘ����ﾈ�(6ﾒ��ﾈ�(�(�ﾈ�"����(�ﾂ�剔� 激 甚： 鸞 ；慾 ・シ ��劔劔亢R��� 凵戟ｫ′ノ �� ����

畿 i 、％ 恭 子、 �� �� ������*��挟�� 劔�� 剪� ��

持寄 、ヽゝ �� �� 劔 �������H�����H6ﾒ�ｬ���h����b�-H�r�>��h�ﾉ-HﾝXｮﾙ<B���ｯI-Hｭ���ﾈ���X����ﾝ����ﾈ���h��_ｲ��Y�ﾙ}����ﾈ�b����#�D饅��ﾈｭ�����x�b� 剪�剪� ��

：＼；∴ ∴； 劔緩 ‡鴻 綴 ���� 劔剪���剪� ��

懸綴綴 劔dH���ｵｲ��B�ﾇ��緑．′務 �� �� 叨ｲ�へ �� 剪���ヾ＼ ’欝 、叙 ’ぎ′ 、′機 動駁 撥 鵜総 緩 鰯 � �� ��′二葉くせ 綴慾 や禄窮 ′穏総 ��."���x6ﾒ��ﾈ�X�ﾂ�6ﾘ�H�ﾈ�ﾂ�剔ﾔ懸 撥 ����劔剪�劔�� ��

懇緩 ��ﾈ*ﾘ�ﾂ�6ﾘ92�ｨ8�2�剏� 鶉 ������＼ 劔����� �� ��
慾撥総 、書落護 ノ総滞妾 �6ﾘ�ﾈ�ﾈ�ﾂ�������ﾈ�ﾈ�ﾉ���劔 �� ��j 俘ｸ揄�B�劍�b��h�V���x�ﾂ��"�狭 紫 諒 凍 楽 懇 書 欝 ��� ����(���ﾈ�"�

瀦◆続 欝溺 劍ﾄb��� �� 凵兼� ヽ￥●ヶ 紫綬 全：：ノヽ 綴 綴 ��劔劔 ��＼ ¢・ ������2��ﾈ-2��H����X���������*ﾘﾖﾈ���ﾂ����ﾈ�ﾈ�ﾈ�"����������)Y-Hﾉﾂ�6ﾘ���ﾈ�ﾂ��(�ﾉwb�w��

範家 令 �B������群 く・ 態 籍 �)X�ﾂ�Dﾘ�r�-B��ﾈ�YD��}��雋�食、′ 熊 を 綴謹 言 劔剌� 、ゝノや◆ ※，滋畿 費、′犠：： ′．，発議 撥綴綴 劔�2���ｧr�_��ﾇ��ｬ��6��ﾉﾂ��b�剪�

写真1　古記録

岐阜県郡上郡石徹白の石徹白徳郎家にはまた，寛永六年（1629）に刊行された「寛永卯月本」が残されている。

（写真2・3）濃紺の表紙で縦23cm，横17cmの袋綴の半紙本である。五番綴じになっており，色紙型の題発に＜加

賀＞＜老松＞＜ありとおし＞＜しらひげ＞＜高砂＞が五行に並べて書かれている。観世黒雪の自筆を模刻したものと

思われる。奥書は次のとおりである。

右百番之本署観世左近

大夫入道暮閑章句付以合加

奥書之本写之畢
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卯月　　　日

謡いは慶長年間頃から盛んになり，以降印刷技術の発達もあり謡本が多く刊行されるようになった。郡上郡白鳥町

有徹白は古くは越前の大野郡に属し，戦国期においては朝倉氏との関係も深く，一乗谷の文化の影響を受けていた。

表紙につけられた題発の石徹白在住の3名はいっしょに謡いを楽しんだ仲間と思われる。この「寛永卯月本」によっ
て石徹白では弘治三年以来，「能」が地域の階層に根付き，その伝統が連綿として受け継がれてきていたことがわか

るのである。
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写真3

3　「こたら」の演能会に関する古記銀について（註2）

弘治三年（1556）の観世一座一行の石徹自下向から約10年後の永禄九年（1566），荘厳講執事帳永禄九

年の付記に次のような能に関する記録が書き留められている。

共時永禄九年丙寅七月二十三日，夜遠藤大隅守・遠藤六郎左衛門風流被仕，

郡内不事万民満足不遇之候，然処二寺門若輩十二人罷下候，二十一日ここたらまで罷下，二十二日こたらにて能

三番，一番嵐山・二番野々宮。三番せかい，役者之事

経間坊・大本覚坊・千仏坊・本覚坊・宝憧坊・中納言・美濃大納言・少式・松泉坊以上。
郡内が政治的に安定し，人心も落ち着いてきていること，郡上の領主遠藤大隅守・遠藤六郎左衛門の両遠藤氏によ

り所領の「こたら」にて長滝寺の坊中の僧十二人が能の役者として演能会が催されたとの内容である。

当日の番組編成は一番の嵐山は本脇能物，二番の野々宮（野宮）は本三番物，三番のせかい（是界）は本五番物の

切能であり，番組編成に準拠すれば脇能立て真式による三番立番組である。一日三番の番組立ての余裕を持った演能

会であり，また，世阿弥の序破急の法則を踏まえた本格的な番組立ての能でもある。

演能場所は「こたら」の遠藤善兵衛，宗兵衛の居館，八坂神社そして高宮神社等が推定される。
4　大和五郎大夫の長滝寺における法楽の能に関する古記録について

永禄十一年（1568）八月二十一日越前より大和五郎大夫が長滝寺に入り法楽の能を行っている。

永禄十一年八月二十一日，越前ヨリ大和五郎太夫罷越法楽仕候，初日二能七番，吹田同七番仕候，郡内之衆数

多御見物二俣，郡内モ無為こして世上一段クツロキ以珍重二存候経間坊良雄大ツツミを出候て打候，同笛等覚坊

弟子弐位公，太鼓ハ真如坊弟子大納言打候

大和五郎大夫と長滝寺の僧による七番の能の上演である。離子方は長滝寺の僧が担当している。また，若宮家文書

「修正延年並祭礼之次第慶安元年三月十一日」には下記の記録が残されている。

六日祭の作方　先越前の大和五郎太夫十二月二当地二来り，極月二十五日

寺家衆も稽古して七番の能有　則祭礼は六日の夜也　是も天文の比より能は慨怠也

天文期（1532－1554）以前まで，長滝寺では越前より大和五郎が十二月に当寺を訪れ，僧等に能舞の指導

を行い，そして七番の能が僧等によって六日祭り（延年）の夜に催されていたとの記述である。この記述より長滝寺

では六日祭りの演能のために大和五郎大夫の能舞の指導が毎年恒例化されていたことがわかる。
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5　岐阜県郡上郡八幡町小野の八幡神社の「能面」

岐阜県郡上郡八幡町小野に鎮座する八幡神社には能面が2両残されている。「べしみ」「女」の各面である。（写真
4・5）八幡神社の創建は永禄二年（1559），八幡城主の遠藤盛数が築城の際に山頂の詞を現在地に移し祭祀し

たのが始まりである。以降，八幡神社は歴代の八幡城主
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写真4　女面

の祈願所となってきたのである。

黒色に彩色された「べしみ」の面裏には＜一＞の刻印が

残されている。「女」面には刻印等は残されていない。歯
は上歯のみであり，口元は女面特有の雰囲気を醸し出して
いる。毛筋は彩色が剥落して走かではない。2両とも能面

の様式が固定化される以前の古画であり，洗練された作り

の面である。八幡神社には他に歴代の城主や藩士が奉納し

た刀，甲胃，絵馬等が所蔵されており，この古画も神社に

奉納されたものと思われる。しかし，2両がどのような経

路で，誰によって八幡神社に奉納されたかについては不明
である。

6　岐阜県美濃市本住町の「べしみ」面

美濃市本住町の町内会には紙で作られた能面が2両残さ

れている。2対の「べしみ」面である（写真6）。2両と

もに木箱に収納されており，箱の蓋には＜寛永拾四年＞＜

上有知村壱番町中町＞の墨書が残されている。2両は町内

会によって保管されている。

能面は毎年8月15日の八幡神社の祭礼（美濃まつり）に

使用されている。当日の試楽の朝，本住町の祭りの当元が

能面と延宝三年（1675）作の獅子頭を奉持し，氏神で
ある八幡神社に供え，参拝するのである。それが終了する

と能面と獅子頭は当元の家に持ち帰られ，試楽，本楽の2

日間人々に披露される。本楽には町内各所の氏子によって

ねりもの，山車の競演が行われ，また花みこし，にわかも

繰り出し祭りは最高潮に達するのである。
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写真5　ベしみ面
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写真6　ベしみ
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八幡神社には土岐弾正が越前の南朝方との戦いの折

り戦勝祈願をしたとの言い伝えがあり，天正16年

（1588）日付の地元領主による弥宣屋敷寄進の証文
も残されており，南北朝期以降集落の精神的支柱とし
て人々に信仰されてきたと思われる。

7　土岐市鶴里町枯野の白鳥神社の標札について

鶴里町相野は土岐市の南部にあり，足利時代妻木氏
の領有するところであった。江戸時代には名古屋，瀬

戸へ抜ける中馬街道が通り，交通の要所として栄えた。

郷社白鳥神社の創建は不明であるが王朝時代に従五位

下柿野大明神と称されていた。嘉吉年間に一度再建さ
れていると思われる。この神社には多くの棟札が残さ

れており，その一つの嘉吉二年（1442）の標札の

表に下記のような銘文が墨書されている。
政所武藤右衛門五郎

本社上葺上棟嘉吉式年　　壬　　　霜月廿七日

大工大井ノ九郎つキ方ノ御ユワイノキニリラリ

カワセンノツナモ

勧進檀那沙弥長徳祢宣左近太夫　　　同方堅ノ

猿楽光増兵衛次郎末代コノレイニマカセラレル
へき

白鳥神社の上棟式で「方堅め」の猿楽が光増兵衛次
郎により演じられていたことがわかる。「方堅め」は鎌

倉時代の猿楽では鎮めの呪法として呪師など，陰陽系
の者によって寺社の猿楽で行われていた。猿楽芸の中
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写真7　ベしみ

にはこの作法を取り入れた部分が残っている。特に伊勢猿楽の三座により演じられ，翁猿楽の母胎となった呪師芸の

名残として注目されている。

8　岐阜県加茂郡富加町加治田の伊和神社の「べしみ」面

加茂郡富加町加治田の伊和神社には能面「べしみ」が一面所蔵されている（写真7）。朱塗りのやや小ぶりの面で

ある。彩色の剥落はなく，刻銘，墨書等は見あたらない。「べしみ」面が所蔵されている伊和神社では古くより田の

神まつりが行われてきている。この祭りの六番目の『翁』の段で「べしみ」面は使用される。「べしみ」の面をつけ
た役者が＜大人たちは何が目出度い云々，めでたいことにとりては正月こしば小松を，二月のつぼみ云々＞の四季・

四方揃えに類似した祝言の詩をゆっくりと謡うのである。

「田の神祭り」は五穀豊穣，村内安全を願う田楽系の神事であり，天正四年（1576）加治田竜福寺文書には「村
田楽」との記載も見られる。

註

註l岐阜県内で古画が所蔵されている神社は下記のとおりである。詳しくは岐阜県博物館調査研究報告第1号を参照されたい。

住所

l　郡上郡白鳥両石徹自

2　　　　　　二日町

3　郡上郡八幡町小野

4　美濃市須原

5　　　　本住町

6　関市南春日

7　加茂郡富加町加治田

8　山県郡美山町

9　本巣郡根尾村能郷

10　　　　　　　神所

11　揖斐郡久瀬村日坂

12　　　　　　　小津

13　揖斐郡春日村種本

神社名

目山中居神社

長滝白山神社

八幡神社

洲原神社

本住町内会

春日神社

伊和神社

篠座神社

白山神社

春日神社

春日神社

白山神社

六社神社

所蔵古面の数

4

25

2

3

2

61

1

3

21

6

21

26

5

註2　遠藤善兵衛，宗兵衛所領の「こたら」は現在の郡上郡八幡町の小駄良川流域の付近である。「こたら」郷も最終的には八幡城主の

所領として包含されることになる。


